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き
、
す
で
に
医
療
経
営
士
を
取
得
し
て

い
た
当
時
の
事
務
長
に
紹
介
し
て
も
ら

い
、
受
験
を
決
め
ま
し
た
」と
話
す
。

医
療
経
営
士
の
資
格
取
得
を
通
じ
て

得
た
知
識
は
、
診
療
に
も
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
話
す
有
田
さ

ん
。
た
と
え
ば
、
身
に
つ
け
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
分
析
手
法
を
使
い
、
会
議

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
議
論
を
活
性
化
す

る
た
め
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
職
員
が
積
極
的
に
議
論
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

「
チ
ー
ム
医
療
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
践
し
て
い
く
に
は
、
輪
の
中
心

に
は
患
者
さ
ん
や
受
診
者
さ
ん
が
い

て
、
そ
れ
を
多
職
種
が
手
を
つ
な
い
で

支
え
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
職
員
に

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
職
員
が
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
議
論
の
場
で
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
も
、
医
療
経
営
士
と
し
て

医療経営士と
多職種協働

Team effort

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
向
け 

他
業
種
と
の
連
携
も
模
索

副
院
長
・
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
の
管

理
者
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
外
科

医
の
三
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
有
田
誠
司

さ
ん
。
病
院
の
経
営
会
議
や
健
診
セ
ン

タ
ー
の
運
営
会
議
に
出
席
し
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
一
方
、
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
へ
の
結
果
説
明
や
健
康

指
導
、
市
民
公
開
講
座
で
の
講
演
、
週

３
回
の
外
科
外
来
、
手
術
、
病
棟
回
診

な
ど
を
担
っ
て
い
る
。

医
療
経
営
士
資
格
を
取
得
し
た
の

は
、
医
療
に
特
化
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
学
ぶ
た
め
だ
。「
副
院
長
に
な
っ
て

か
ら
、『
安
全
で
良
質
な
医
療
の
提
供
』

と『
健
全
経
営
』の
両
立
と
い
う
大
命

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
経
営
学
や
組

織
論
を
学
ん
だ
の
で
す
が
、
や
は
り
企

業
経
営
と
医
療
経
営
で
は
異
な
る
点
が

多
く
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
を
活
か
し

チ
ー
ム
医
療
・
経
営
を
実
践

急
性
期
医
療
を
主
体
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー
や
透
析
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

有
し
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
い
る
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
。
副
院
長
、
外
科

部
長
、
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
を
兼
務
す
る
有
田
誠
司
さ
ん
は
、
安
全
で
良
質
な
医
療
の
提

供
と
健
全
経
営
の
両
立
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
チ
ー
ム
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

(C) 2018 日本医療企画.



有田先生は病院の経営課題をどう
解決すべきかを考え、常に率先し

て動いてくださいます。たとえば、昨年、外科病棟の稼
働率が下がってしまった時期も原因と対応策を病棟ス
タッフとともに考え、改善に向けた指揮をとっておられまし
た。ほかにも、手術室の稼働率アップ、緩和ケア病棟
の運営改善など、さまざまな場面で力をお借りしています。
当院は再来年、増床を伴う新棟オープンを予定してい

ます。手術室も増えますし、健診センターも拡張予定で
す。最大限のパフォーマンスを発揮し、より良い医療を
効率的に提供していくためにどうしたらよいか、ぜひ一緒
に考えていきましょう。

有田先生はよく、「毎年、何か新し
いことにチャレンジしよう。そのほう

が楽しいから」とおっしゃいます。実際に毎年、新しい健
診メニューを設けたり、イベントを開催しているのですが、
その時もスタッフからの提案を尊重し、意見を聞いてくだ
さるので、職員から「こんなことをしてみたい」「次はこれ
をやろう」といった意見が積極的に出されるようになり、
やりがいにもつながっています。
どんな時も職員の声に耳を傾けてくださいますし、指
示・命令をするのではなく、自ら率先して動き、行動で
示してくださるリーダーです。私は昨年10月に事務長に
なったばかりなのですが、有田先生から多くのことを学ぶ
ことができる環境に感謝しています。

健診センターでは毎月ミーティングを
しているのですが、ある時有田先

生が「受診者さんの満足度を高めるには、働いている皆
さんの満足度が高くなくてはいけません。ですからまず、
職員満足度を高めたいと思います」と宣言されました。
実際、育休を取得する女性医師へのサポートを行ったり、
チームメンバーの心のケアが大切だと心理カウンセラー
の資格を取得されました。自ら実行に移される姿勢は見
習わなければと思っています。
また、ミーティングの場などでリーダーが明確なメッセー

ジを発してくださると職員はどこに向かうべきか理解できま
す。自分に何ができるかを考えながら、より良いサービス
提供を目指していきたいですね。

有田さんへの 声

聖隷佐倉市民病院
住所：〒285 -8765　千葉県佐倉市江原台2 -36 -2
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URL：http://www.seirei.or.jp/sakura/
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健診センターでは、医師として受診者への説明なども行う

「安全で良質な医療の提供」と
「健全経営」の両立を目指す
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学
ん
だ
こ
と
が
活
き
て
い
ま
す
」

今
後
は
、
院
内
の
多
職
種
だ
け
で
は

な
く
、
院
外
に
も
目
を
向
け
て
、
他
業

種
と
の
連
携
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
と
い
う
。

現
在
進
め
て
い
る
の
が
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
の
提
携
に
よ
る
健
康
食
の
提

供
だ
。
健
診
セ
ン
タ
ー
内
に
管
理
栄
養

士
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
栄
養
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
有
田
さ
ん
も
こ
こ
に
加
わ
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
も
模
索
中
。
健
診
セ

ン
タ
ー
受
診
者
が
安
全
に
安
心
し
て
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

運
動
処
方
せ
ん
を
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
に
提
供
し
、
そ
の
成
果
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。

「
相
手
は
営
利
企
業
な
の
で
、
事
業
と

し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き

か
な
ど
、
院
内
連
携
と
は
違
っ
た
視
点

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
協
働
す
る
こ
と

で
医
療
機
関
単
体
で
は
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

院
内
外
を
問
わ
ず
よ
り
良
い
チ
ー
ム
医

療
を
実
践
す
る
こ
と
で
職
員
の
満
足
度

を
高
め
、
そ
れ
が
患
者
・
受
診
者
の
満

足
度
に
反
映
さ
れ
、
さ
ら
に
良
い
チ
ー

ム
を
つ
く
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

げ
て
い
く
―
―
。
そ
ん
な
良
い
サ
イ
ク

ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と

有
田
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。

(C) 2018 日本医療企画.




